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大気汚染防止法改正に伴うアスベスト飛散防止対策
及び災害時のアスベストばく露防止対策における
リスクコミュニケーションの普及・啓発活動

 日本全域活動地域

長野シンポジウム
参加者 80 人 

旧築地市場報告会
参加者 100 人

今年度計画の達成度 80 ％

全体計画の達成度 60 ％
活動内容と成果
地震被災地の熊本市から被災時のアスベスト対策と
その後の九州ネットワークづくりに関するヒアリン
グをするとともに、令和元年台風19号被災地の長野
市では地元のNGOや市と連携してシンポジウムを
実施した。平時のアスベスト飛散、ばく露防止対策の
リスクコミュニケーションの良好事例として東京都
旧築地市場のアスベスト除去工事対策の参与観察調
査をし、「築地モデル」として「安全・適正・完全なア
スベスト処理」について報告会を開催し、100人超の
参加を得て普及に努めた。これらの成果等をまとめ
た報告集を関係者に配布した。課　題

大規模自然災害や建築物等の解体・改修工事時に、建材
等に含まれる発がん物質アスベストの飛散、ばく露防
止対策に取り組み、新たなアスベスト被害の発生を防
止する。

目　標
災害地域の復旧活動や建築物等の解体・改修工事等で、
関係者が連携し、アスベスト対策についてのリスクコ
ミュニケーションが活発に行われるようになる。
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長野市台風災害のアスベストシンポジウム長野市台風災害のアスベストシンポジウム

長野市と地元自治会からの長野市と地元自治会からの
ヒアリング調査ヒアリング調査

東日本大震災被災地、長野市等の被災地の経験をいかし、災害時のアスベスト対策
マニュアルを他の自治体に広げる。平時においては石綿スレートへの注意喚起を
して市民レベルのリスクコミュニケーション促進を図る。

今後の
展望

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
千曲川の堤防決壊直下にある長沼町
体育館でシンポジウムを開催。地元
の方々、自治体関係者に参加しても
らうように努めた。

■工夫した点
長野市の後援を受けたシンポジウム
では、地元自治会の方、長野市の担
当者から貴重な報告、問題提起を受
けることができた。
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